




















































































































































A 其の昔 B 此の廣い北海道は、私たちの先祖の自由の天地でありました。C天眞爛漫な稚兒の樣に、D美しい大自然






















































































 I と I´については、「あさましい姿」と「いたましい事」が意味として対応していると解釈できると同時に、「あさ
ましい」と「いたましい」の語感も類似している。また、J・J は共に「亡びゆくもの」について書かれている。K と K
´は、「‥‥‥」に加えて、「私たちの名前」と「私たちの言葉」が対応している。 
 L と L´は、Lでは、「過去」から「現在」を想像しているのに対し、一方の L´では、「現在」から「未来」について
願望している。 
 




































































W その昔 この広い北海道 自由の天地 
X 楽しく生活していた 
Y 何という 
Z 冬の陸 山又山 
夏の海 舟を浮べて ひねもす 
Z´花咲く春 陽の光 
紅葉の秋 圓かな月 夢を結ぶ 
Y´何という 
X´楽しい生活 










Z と Z´については、次のような対応が確認できる。 
 
   【季節】      【景色（舞台）】  【時間】 
Z 冬の陸・夏の海    山  舟     ひねもす 

























A  出会い          【過去→現在】 
B 教えてあげたい 【過去→現在】 
C 出払う        【過去→現在】 
D 話聞かせる   【過去→現在】 
D´話聞かせる   【現在→未来】 
C´持って行く    【現在→未来】 
B´話をやめる     【現在→未来】 



















B 二、三日が経つ        【時間の経過】  
C 人間たちの踊り 
C´カラスが跳ねる（人間を真似た行為） 










D  うん、やるやるやる。 
E  ウポポとは違う 
















ポリグロシア第 24 巻（2013 年 3 月） 
 
 
 
 アイヌ民族が「語り」を行う場合、語られた口頭資料には、しばしば交差対句が表出される。この交差対句の使用が、
話者の「無意識下」でなされるのか、それとも「意識下」でなされるのか（交差対句が話者の認識の下で使用されるか
否か）という疑問がある。もしかしたら、ある話者によっては認識の下で使用され、また、別の話者では認識なく使用
されるのかもしれない。いずれにせよ、このような点については、現時点では明らかになっていない。 
今回のテキストは、口頭資料ではなく、筆記資料である。また、本稿でのテキストが、書物の序文であるということ
から、著者である知里は、執筆にあたり文章を推敲し、かつ、吟味したことが予想できる。本稿では、著者である知里
がこのような条件下で筆記した文章においても交差対句が確認されるという知見を得ることができた。しかも、見出さ
れた交差対句は、どちらかと言えば精緻である。テキストに確認される交差対句は、アイヌにおける特徴が、日本語に
おける修辞に影響を与えた結果として表出されたものであると理解できる。同時に、知里の日本語テキストの場合は、
たとえ文章が推敲されていたとしても明確に表出され、むしろ、どちらかと言えば精緻な構造となっているという点か
ら、交差対句を誘導する指向性と、知里自身が持つ、「意識下」における技巧（著者の推敲がもたらす技巧）が、少なく
とも、知里においては一致していることを示している。今後、知里が筆記した資料の中でも、他者の閲読を前提とせず、
おそらくほとんど推敲がなされていないと解釈できる知里の筆記資料である「日記」（知里,1996）の修辞構造を調査し、
本稿で得られた知見と比較することで、推敲がもたらす修辞様式への影響を確認することができると考え、調査を進め
ている。それに加えて、知里以外のアイヌ民族による日本語筆記資料についても、今後、調査する予定である。 
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